
◆『諸謝金・旅費等一覧表』について
・令和3年度までは、旅費は『旅費支給額一覧表』、謝金は『従事時間確認簿』で別々に書類を作成いただいておりましたが、

令和4年度より『諸謝金・旅費等一覧表』に一本化することとなりました。

・また、令和4年度より謝金上限の時間単価廃止等の変更があったことから、本書の内容にご留意のうえ、一覧表を作成してください。

・『諸謝金・旅費等一覧表』をご提出いただいた場合、経路検索結果等の提出は不要です。

※ 『諸謝金・旅費等一覧表』の使用は任意です。

※従前より『旅費支給額一覧表』『従事時間確認簿』に代わる、任意の様式を使用されている場合は、引き続きご使用いただいても問題ありません。

黄色セルに記載のNo（各項

目の収支簿No）が自動で表

示されるため、入力は不要

です。

謝金・旅費以外に本人に支給し

た経費がある場合は、こちらに

当該金額を入力してください。

本人以外にお支払（代理者への支

払）をした場合は、こちらに代理受

領者のお名前を入力してください。

従事日の日付を入力してください。

※従事時間の入力は不要です。

①『諸謝金・旅費等一覧表』の入力について

収支簿に記入する前に、本一覧表を作成していただくことを推奨します。

本一覧表を作成した後、それぞれの項目（諸謝金、交通費、宿泊費等）

の合計金額を収支簿に転記してください。

各項目に該当する収支簿Noを入力してください。

※他の黄色セルも同様です。

※１つの枠に、複数の収支簿Noを付さないでください。

「旅費支給額一覧表」「従事時間確認簿」をご活用頂いていた団体の皆様へ



②収支簿との整合確認

「対象経費限度額の合計」の

金額は、該当する収支簿No.

の計上金額と合致するように

してください。

収支簿には“支給者ごと”
ではなく、本一覧表縦列の
“科目ごと”の合計を記入して
ください。

収支簿の行をまとめて記載す

ることで、収支科目に不都合

が生じる場合には、右側の科

目は、空欄のまま、もしくは

まとめたことが判別しやすい

科目を選択してください。

例：交通費&道路通行料金&

駐車場代➡交通費



③振込明細との整合確認

『諸謝金・旅費等一覧表』の

「本人支給額」の合計金額と、

振込明細の「振込金額合計」の

金額が合致することを確認して

ください。

※振込日別に『諸謝金・旅費等

一覧表』を作成するようにして

ください。

振込明細にその他の支払が含ま

れており、合計金額が合致しな

い場合は、振込明細の内、本一

覧表に該当する支払部分にマー

カーをする等、分かるようにし

てください。

＜振込明細が複数の場合＞

振込合計金額

137,954円

振込明細が複数ある場合には、複数枚を台紙に貼付し、
その振込合計金額を記載してください。振込合計金額
と「本人支給額」欄を一致させてください。


